
2.事業の目的・概要の続き

1.事業の位置付け

3.事業のコスト

2.事業の目的・概要

４．事業の成果

【事業の概要】

◆国体推進事業

○賃金 (臨時職員賃金　3人） 8,138千円

○需用費 (消耗品費) 15千円

○役務費 (通信運搬費) 270千円

○委託料 (コピー機保守点検委託料） 307千円

○使用料及び賃借料 （パソコン賃借料） 498千円

○負担金 264,546千円

福井しあわせ元気国体坂井市実行委員会負担金

総務費

・委員会費（総会、常任委員会、専門委員会等の経費）

・事務局費（通信費、被服費、観戦ガイドブック、大会報告書等作製費）

開催事業費

・開催推進費

（大会記念品作製、ボランティア活動、合同配宿、許可イベント等経費）

・広報啓発費

（広報活動、国体・大会融合イベント、花いっぱい運動等啓発事業経費）

・本大会事業費

（正式競技、デモスポ競技、障碍者スポーツ大会、行幸啓等運営経費）
指標に基づく評価

指標の説明

財
源
内
訳

国県支出金 88,308 19,460 0

指標

指標 目標

指標の説明

166.7 0.0

100 80 30

独
自
指
標

実績

達成率(%) 0.0

実績

0.0 0.0 0.0 0.0

目標

達成率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成率(%) 0.0

0.0 74.8 91.7

100.0 100.0 100.0

実績
市民総参加事業でもあるボ
ランティア募集の登録数

目標 900

達成率(%)

600 300

指標の説明

673 550 500

人人 13.30 人 11.70 人 2.70

指標 2018年に行われる福井し
あわせ元気国体・大会の成
功を目指して準備事業の進
捗状況

目標

100.0

30

134,655 182,066 113,718 △ 47,411

臨時職員 3.00 人 4.00 人 3.00

独
自
指
標

実績 100 80

68,848

その他特定財源 155,000 0 0 155,000

一般財源

指標の説明

平成28年度 平成27年度評価指標 単位 年度 平成31年度 平成30年度 平成29年度

30 30

指標

人
員

正職員 16.00

人 △ 1.00

根拠法令 有 スポーツ振興法、国民体育大会開催基準要項 総事業費 377,963 201,526 113,718 △ 87,808

人

人員計 19.00 人 17.30 人 14.70 人 △ 2.60 人

27,490 164,579

事業区分 自治事務（義務的なもの） 事業種別 ソフト事業 人件費 112,327 100,469

施策 1-1 シティーセールスの強化 コ
ス
ト

事業費 265,636 101,057

86,228

総合
戦略

11,858

大事業 151 国体推進事業 中事業 01 国体推進事業

平成29年度 平成28年度 30・29年度比

基本構想 7総合
計画 国体推進課

総合戦略
記載事項

政策パッケージ 1 移住・定住の促進 平成30年度

（単位：千円）

■国民体育大会における情報発信

平成30年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

　第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」並びに第18回全国障害者スポーツ大
会「福井しあわせ元気大会」の機運醸成を目的としたイベント等を開催すると共に、事
前の準備と円滑な大会運営を行う。

小事業 他　事業

生涯を通じて学び・育つまちづくり 所管
部局

教育委員会事務局

基本計画 7-5 生涯スポーツの振興

無根拠例規

無関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ

【事業の目的】



5.事業に対する評価

6.第２次総合戦略期間に向けた方向性

7.事業全体の今後の方向性

8.総合戦略記載事業の検証

実施事業名
（小事業）

事業で得られた
ノウハウや気づ

き等

総合戦略上の位
置づけ

政策パッケージ 施策

施策項目

短期的な方向性
完了

方向性の理由

平成30年度に福井しあわせ元気国体及び福井しあわせ元気大会を開催できました。

目標年度 平成30年度

中長期的な方向性

目標年度

方向性とそ
の事業内容
(小事業)

小事業名 方向性 第２次総合戦略期間の事業内容

これまでの見直
しや改善等の実

績

次期総合戦略期間（令和２年度から令和6年度）の方向性 ※各小事業の今後５年間の事業内容を記載してください

現状と課題

課題はない



2.事業の目的・概要の続き

1.事業の位置付け

3.事業のコスト

2.事業の目的・概要

健康管理センターの維持管理業務を他課と連携して行う。

４．事業の成果

◆三国運動公園健康管理センター管理運営事業

○需用費 15,582千円

消耗品費 56千円

燃料費 502千円

光熱水費 14,467千円

修繕料 557千円

○役務費 161千円

手数料 146千円

火災保険料 15千円

○委託料 3,936千円

エレベーター保守点検 518千円

消防設備保守点検 108千円

清掃委託 2,787千円

電気工作物保守点検 166千円

ボイラー保守点検 194千円

その他 163千円

○使用料及び賃借料 （さかいCATV使用料・NHK受信料） 67千円
指標に基づく評価

0.0 0.0 0.0 0.0

指標の説明

指標の説明

指標 目標

実績

達成率(%) 0.0

指標 目標

達成率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績

実績

指標 目標

達成率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

指標の説明

83.3 134.0 0.0 86.9

指標の説明

10,000

独
自
指
標

実績 25,000 33,507 0 8,691

達成率(%) 0.0

30,000 25,000 0指標

利用人数
人

目標

27,378 30,057 5,336 △ 2,679

評価指標 単位 年度 平成31年度 平成30年度 平成29年度

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

平成28年度 平成27年度

0

その他特定財源 12,423 11,483 10,196 940

一般財源

人

人員計 3.00 人 3.00 人 0.40 人 △ 2.60 人

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

0 3.00 0 0.40 人 0.00根拠例規 有 坂井市都市公園条例、三国運動公園健康管理センター規則
人
員

正職員 3.00

人 0.00

2,685 △ 966

根拠法令 無 総事業費 39,801 41,540 15,532 △ 26,008

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 施設管理事業 人件費 20,055 21,021

施策 コ
ス
ト

事業費 19,746

（単位：千円）

総合
戦略

政策パッケージ 平成30年度 平成29年度 平成28年度 30・29年度比

総合
計画

基本構想 7 生涯を通じて学び・育つまちづくり 所管
部局

教育委員会事務局

基本計画 7-5

他　事業

03 体育施設費

総合戦略
記載事項

大事業 01 体育施設管理事業 中事業 01 三国運動公園健康管理センター管理運営事業

【事業の目的】

　高齢福祉事業、子育て支援事業、保健センター事業を行う機能を有した三国運動公園

【事業の概要】

平成30年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 10 教育費 項 06 保健体育費 目

生涯スポーツの振興 国体推進課

20,519 12,847 △ 773

小事業



5.事業に対する評価

6.第２次総合戦略期間に向けた方向性

7.事業全体の今後の方向性

8.総合戦略記載事業の検証

実施事業名
（小事業）

事業で得られた
ノウハウや気づ

き等

総合戦略上の位
置づけ

政策パッケージ 施策

施策項目

短期的な方向性
改善（見直し）

方向性の理由

国体終了に伴い国体推進課は解散します。健康管理センターの維持管理事業は生涯学習スポーツ課へ移管したうえ
で、指定管理者による管理を行っていきます。目標年度 令和元年度

中長期的な方向性

目標年度

方向性とそ
の事業内容
(小事業)

小事業名 方向性 第２次総合戦略期間の事業内容

これまでの見直
しや改善等の実

績

次期総合戦略期間（令和２年度から令和6年度）の方向性 ※各小事業の今後５年間の事業内容を記載してください

現状と課題

課題はない


